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重点施策

重点施策１　「めぐろ買い物ルール」の推進

重点施策２　ＰＲ・普及啓発の推進とさまざまな環境学習の機会の創出

重点施策３　２Ｒ（発生抑制・再使用）によるごみ減量の推進

　ねらい　
区民・事業者の認知率を向上させる

とともに、「めぐろ買い物ルール」を実
践する人や事業者を増やすことをねら
いとします。
　ゴール　
「めぐろ買い物ルール」を実践する区
民が大きく増加し、区民と事業者が一
体となった取り組みとなるよう支援し
ていきます。

　ねらい　
世帯や年齢層に応じた効果的な普及啓発

活動を行うことをねらいとします。
次世代を担う子どもたちに、ごみや環境

問題について関心を持ってもらうとともに、
全ての世代に対し環境学習の機会をつくり
出すこともねらいとします。
　ゴール　
環境学習に参加しやすい施策を進めていきます。

　ねらい　
生ごみの水切りや資源の分別徹底により、ごみ減量を

推進することをねらいとします。
「めぐろ買い物ルール」の普及による無駄のない買い
物行動を推進します。
家庭ごみの有料化についても引き続き検討していきます。

　ゴール　
２Ｒ（発生抑制・再使用）による、より効果的なごみ

減量の方策などを検討し、推進していきます。
平成37年度に、１人１日当たりごみ量を平成26年度比98ｇ減の451ｇとす

ることを目標とします。
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重点施策４　新たな資源回収のあり方の検討

重点施策５　ごみ集積所のあり方と戸別収集の検討

重点施策６　事業所に対する適正排出への指導の推進

　ねらい　
資源化すべき品目や回収方法について検討をすすめ、
費用対効果を踏まえ、区民の利便性向上を図りながら、
廃棄物の適切な資源化と、これによるごみ減量の実現を
ねらいとします。
　ゴール　
不燃・粗大ごみの資源化を可能な限り進めます。
水銀含有物については、適正な処理体制を整備します。
計画最終年の平成37年度に、リサイクル率を平成26
年度比4.2ポイント増の31.7％とすることを目標とします。

　ねらい　
集積所のあり方を検討するとともに、戸別収集のさら
なる進行を想定した対応を検討するなど、将来に備える
ことをねらいとします。
戸別収集の検討を進める場合は、家庭ごみ有料化との
関連など、制度運用を含めた検討を行います。
　ゴール　
ごみ集積所のあり方と戸別収集への対応など、方向性
を明らかにします。
区内全域での戸別収集を進める場合は、家庭ごみの有料化についても方向性
を明らかにします。

　ねらい　
事業系ごみの適正な処理方法につ
いて事業者への周知を徹底するとと
もに、インセンティブの導入などを
含め、事業系ごみの適正な排出を促
すことをねらいとします。
　ゴール　
事業系有料ごみ処理券の貼付率の
向上をはじめとする、より効果的な
排出指導施策への展開を図ります。



取り組みイメージ

主要印刷物番号
27－50号
この用紙は、古紙配合率の
高い用紙を使用しています。

リデュース（発生抑制）
レジ袋を断る

トレイを使った商品を
買わない

リユース（再使用）
メモなどに裏紙を使う

塗り箸を使って
割り箸を使わない

リサイクル（再生利用）
雑がみやティッシュペーパーの

箱を集団回収に出す

使用済小型家電を
拠点回収に出す

３Lサイズのレジ袋1枚 10ｇ A4版のＯＡ用紙1枚 4g ティッシュペーパー1箱 40g

20×12センチのトレイ1枚 3g 割り箸1膳 4ｇ 携帯電話1台 120g
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リサイクル率アップ
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紙製手提げ袋
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きちんと古紙として分別すれば
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減量、うち約2割を資源化

に引き上げ（平成26年度実績27.5％）
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区民１人１日約100ｇのごみ減量を実現するためには


